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はじめに
児外科・放射線科を'''心に各科の灰nlli達が活発な

,議論を交わす`機会をLi､えていただいたことは，非

常に(｢意義なことである．呪ﾊﾐの我がlIi1の小児|児

旅における問題点の一つとして．小ﾘ,LIIlli像診断を

取り上げ，その'ﾊ]題点を1膿ＪｌＩ１した1名で．解決の糸

ｌ１にできれば罐いである．Ⅲ)iに,''礼むこども達を

援けるための小児に|}Mわる脇ﾙi〈各科と放射線科と

の述１１Ｉについて，’'１らの絲駁をMIIiまえながら私1,,1

を述べたいと思う．

小児科と放射線科の双方を経験して

本1Miを進めるにあたり，′WfI'1身のl11IfMifを概説

しなければ，小児科と放恥１級科の双刀の「本脅」

を語っているという珊解はされないであろう．′WＩ

我がllilの小児医療の水準は，他の先進lli1と比'鮫

しても遜色のない高レベルのものであると評lilliされ

ている．しかし'１頃小児|馴(を111っている我々が．

１１常的にそのような｢|負を持てないl1l1lIlは１１１であ

ろうか．医臓を提供する11111であるｲＩＣ々が｜分に紬

((卜のいく|曜旅を提供できていないと感じていると

すれば，｜剛(を受けるl1Ulの「供たちや】W11たちのｉｌｌＩ１ｉ

足をi(lLるにはほど迷いであろう．そのIljiI人|はおそ

らく多岐にわたっており．|岬決するどころか，１１１１脳

点を蝋｣:'１!することすらＩＭＩしいのが｣),l状であろう．

この度，瓜光lﾘUUriな,(.』松の地で第4111'''１本小ﾘﾋ

放射線学会が１%IIiilされるにあたり，「こども達を

援ける各科の述鵬」をテーマとして，小ﾘﾑ科．小
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ＩＩＴは筑波人'料):学専I]ｉ１学IlWD1医学専ＩＩＫｌ学IlW):八}：：

願)を卒堆し，筑波入学の小ﾘ川修プログラム（６

ｲ１２１１１ルジデントコース）を修「した．そのｌＩ１ｌ，新

′ＭⅡ剛(やｌＭ(忍病院での研修なども終え．小児科

１．Ｗ]医（M111J1:はＩ認定医）を収１１几た．その後j1jll脇

医科人公)たに.ﾄﾞｶﾞり，放射線科に'|鼠向した．棚Mll児科

人'１とで成人を念めたlIlIi像診ｌｌＵｒのトレーニングを受

け．放｣吋線ＦＩ１､ｌｊＩ'1|医をl1MlLした後，」兇/Ｉｉはlm1《U,（

１）:小児|剛(センターで放Ｉ);l線科lﾀﾐとして11町柵して

いる．公,>:ｿ,)ilj)１２勤務となるｌＩｌ１:1iiiまで．週１１１は小

ﾘﾑ科医としてl1iWi床の場に}):ち続けてきた．PALS

provi〔1crのIijf桁も持つ．

このような絲験から．小ﾘﾑｲ:|医と放射線科|殖の

ﾒｽﾞかの,>:｣脇を,;１tよりもよくnl1解していると、【iし

ている．小児科と放射線科の双方を向ら経験した

ｼ:場から．什々の科が'11了に対してどのような窓

,ＩＩ１ｉや『'１１'；|)M係を持っているのか，今後どのように

幽臘を組んでいくべきかなどについて私兄を述べ

たい．また以「に述べる1ﾉﾘ容は私見ではあるが，

Ｉ'|らの思いを述べるというよりは，Iiilli(や/l(人な

どとの交流を〕、じて．なるべく一般的な小ﾘﾑ科|児．

放り1線科llAiが思っているであろうlﾉﾘ客を述べるよ

うにＷ{趣した．

小児科と放射線科との関係

他の|Ｉ１ｌＷ求各Ii:|と|,i]様．小ﾘ,l`科の１１常,診旅はl1lli像

,惨lMrなしでは勝えられない．そのため．放｣}liWil科

が,ｌｆｆｉｉに|繩能している施｢没では，小ﾘiL科と放り|線

科とは祷桜な述憐をとらざるをi(卜ない．小ＭＦ:}か

ら放射線「:|への働きかけとしては，主として以「

のような,川１１１が''１心と思われる．すなわち，(1)ｌＩ１１ｉ

像,諺lIi:の進|)<や適応に|A1する'11談，(2)杵I11il111i像

検從施行の依Iliji．(3)liI1i像)i171,,1の読影・解,税，（４）

IVRの依!'inなどである．それに対して、放jM線f:｝

から小ﾘ,LF:|へのlUiIきかけは．統影業務に関わるＭＭ

Ｉ,i<状ﾙﾋﾞ腿Ijliのl/(IIviなどを除けば，その人部分が小

貼Ii:}からの'昭(に対して適切に対処するというこ

とにつきる．この「適切に」というjiiiillイミは，｜姥`､j際：

的|ﾉﾘ祥の)Iiil;)｣|ｲﾐのみならず，｜《|Ｉ目全的な適切|ｿliや人

１１}IlA1係としての適切ＩｊＩ;も含まれるべきである．Ｉ１ｒ

喫なＡＩ､(は，ｌｌ１ｉｌｉ業務では小ﾘ11,ﾄﾞ:}が依頼するウ:｣粉，

放り､１級科がlklli1iされるウ:｣鍬であることが人Hljｸ>で

あるということである．

事例

さて，次のような1i例を考えてみたい．作り,;Ili

ではあるが，実際にあったllF柄を多少lMl1色したも

のである．場所は＃ll1ﾉ､1のjIL病院の救忽外来，、ｌｉｌｉＩｌ=

をしているのは卒後３年１１の小児科医である．１１#

は12113111の夜，紅''1歌合i1iltも終わろうという||#

ｌ１ＩＩ'|＃である．外米にやってきたのはｌ鵬の'ﾙﾘ,1．

今１１の''二後からゼイゼイしているという１２，;1Fで来

院した．iII1学的所兇では吸気・呼気ともにl1Iill1mを

聴取した．棚Ｉ影された胸部iii純写1,(がFig.1ａに

,1〈すものである．

光||の､liM近で．イレウスを見逃した小ﾘﾑ科医が

く';発され，病院を追われたことが報道されていた

このiii純''j:Ｌｕ〔を見た小児科医の頭を/Ｍ;がかすめ

た．この縦隔陰影は胸ＩＩｉｌでいいのかな？まさか縦

陥Ⅲ脇があって，そのためにゼイゼイしているの

ではないだろうな？どうしよう．そうだ！ＣＴを

Mliっておこう．このような状況でM1形されたＣＴ

がFig.1ｂに示すものである．このＣＴを兄ておそ

らく'1ﾐﾄﾞIi1MI腺であろうと､lilllIIlrした小川:１１ｸ〈は，吸

入と鮒1;文|広り!§薬の((１１Wを施行したのち．イＩき'ﾘ]け

の外)１６受,沙をIfi,パしてり,Ｉ化させた．

さてｲﾄﾞ|ﾘＩけにこの旭什が受診した際，統形室に

放り1級,F:|医をIﾄﾞﾉjね，ｉｉｉ純`ﾉﾉ:輿とＣＴを兄せて意)１１を

|Ａ１いた．放１１１級科|児の返`ｌｉは以「のようなもので

あった．「iii・純'１Ｊｕ'〔のみでlﾘIらかな胸lllilですね．ＣＴ

の〕mililjIはありませんでしたね．気縛も111'されていな

いし，こんなＩ１１１ｉ傷ってありますか？ｌ１ｌＭｉは搬って

いないのですか？I1UI1hi17:奥も撮らずにＣＴを撮っ

たのですか？しかもiii純ｃＴでは1,曲:）,)i変なども

わかりにくいですね．Ｍ１彩条'''二を兄ると160ｍＡｓ

もかけたのですか？被ばくIiiは数|･倍ですよ．

雌近ＣＴ雄ばくと悪性ﾙﾋﾞ傷の関連が|A1題になって

ますから．適応は厳密にした方が良いですよ.」

小ﾘﾑﾄﾞ}灰はなるほどと思う一方で，心の''１でこ

のように,i､っていた．「ｲﾄﾞ/|<の深夜の一人､'11111:だっ

たし，イ《次だったのさ・こんなことでオーベンを

l11zんだら怒られそうだし．｜と１分がこなせる1itil1l1Iﾉﾘ

で，ある｢',独の診Ⅲi:をつけないといけないのが臨

↓i<の厳しさなのさ．そうしないと１J)i1Mもイ《安なⅡ！；

IHIを過ごすことになるし．ＣＴの条'1:は技illliが決

めたんだよ．文ｲﾘは技nlliに言ってくれ．Ｉ
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医の願いも．ますますその'=|標へのハードルを高

くしてしまう．

鞭fflと1身の経験を踏まえ，小児科が放射線科に

対してどのような感Ｉｉ１ｊ・不満を持っているかを率

i汀に述べたい．小ﾘ,L科医は放射線科医の持つlIlji像

に対する､I41llljl7の正Iilfさ，知識の(ｌｌｌＬ闘さには敬意を

払っている．しかし多くの不満も持っており，大

別すると以下のようになる．

(1)検査依頼時の不満

時間外など緊急時に対応してもらえないたと

え対応したとしても，不機嫌で不平を占われる．

iii述のZjj例にあてはめると，以下のようになる．

小児科医は交代性で年末年始の当iiIrを苦労してや

りくりしている．放射線科医も当ilIrをし，IIiiil部iii

純写真をその場で読彩してくれていればいいだろ

う．年末ｲﾄﾞ始をずっと休んでいたくせに，文句を

闘わないで欲しい，

(2)読影内容に対する不満

小児医療は時１%|が勝負であるにもかかわらず，

必要とする時に時機を得た助言を得られない．大

部分の成人を'Ｗ]とする放射線科医は小児特有の

疾忠に対する｣111解が不足している．搬告71$の記述

があいまいである（rif定はできません，臨床的に

必要性があれば，l11ii像のみからは判Mrしかねます

等)．判断の根拠を提示しない．

(3)小児科医への対応に対する不満

１mi像所見の'１]談に行っても’説教が長い．小児

科医はIilii像所見を聞きたいのに，検査適応や被ば

く，撮影条件などに関する話が長い場合によっ

ては説教の方が腱いことすらある．

(4)その他

漠然とした，小児科医のif｢労をわかってくれな

いという不iilIiiを持っている．

放射線科に転身して感じたこと

さて蛎省は小児科医11f代に前述のような感Jli【;・

不hMiを放射線科医に対して持っていたが，その後

放射線科医に転向して，これらの感情に変化は

あったであろうか．

放射線科医に転向して感じたことは，以下のよ

うなものであった．(1)外部から見ていてＰ想して

いたよりも，放邸|線科医は忙しかった．もっと暇

なのかと思っていた．(2)検査枠は余裕なくスケ
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贄

biNI

騨鰯

榴議
一“－用

。

g』

河、

幸一・
Ｉ

（ ’

Ａｏｎｅ－ｙｅａｒｏｌｄｂｏｙｗｉｔｈｉｎｓｐｉｒａｔｏｒy
stridor､ChestX-rayshowedamass-Iike
softtissuedensityshadowinoradjacenl
tothemediastinum．

Fig.１ａ
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ａｔｔｅｎｕａｔｉｏｎｉｎｔｈｅａｎｔｅｒｉｏｒｍediase-

tinumNormalthymus．

Fｉｇｌｂ

小児科から放射線科に対する不満

ｉｉｉ述のﾂﾞﾄﾞ例では，放射線科医の言っている内雰

はもっともであり，小児科医の/k熱さによって不

必要な被ばくや医lji馴負'11を受けた忠者は不潔I壜で

あろう．しかし，小児科医と放卵|線科医がこのよ

うな人llMUM係を築いていると，よりよい医療をめ

ざす連携は離しいものとなる．また「すべての1'''１

像診M1rは放射線科灰の手でｌという我々放射線科

5２



Vol２２Ｎ().1．２００６５３

ジュールがIiIliまっている．紫忽検ilfを|代llMiしても．

枠がなく施ifでさないこともあり↑(lLるのだな．（３）

全臨床「:}との測りhitを辿られるのは大変だ．（`I）班

求されるjill,ilWiが膨人である．／MimiLiミイ:}、企４１，全

|臓器．全年齢を対繋とするので，あま()に広範ｌ１ｉＩ

すぎる．(5)小児ｌ１Ｉｌｉ像,惨Ilji:はⅢ放射線科の''１では

マイナーな分U1fで`ILJ(甑する行も少ない．小児のＬＩノ

ｌｊ１ｌ家はほんの・|川｛りしかいない．(6)lI11il蝋Ｉ諺llli:の

依頼に際して，|IiMLi《什科からの|M1ilLi<`|,IiW1のＩ),LIjIiが

少ない．そのために↑ililM(｣処のifll{’を余雌なくさ

れている．

前項で挙げた小ﾘ,LF:}医として持っていた散々の

不満は．放射線科|笈に!＃ilｲﾘ後はどのように感じた

であろうか．放射線科|ｼﾐとして膠えても１１{､【1な怠

り1であると感じる点と，’'1分の持っていたｲ《ilMjは

|(}|違った認,iilIiにｊＩｌﾋﾞづくものであると感じる点があ

る．それらは,樅では,i･い炎せないことが多く。ま

たその場の状汁,1によっても)IILなるので，イパ柵の''１

ではそれらのlえ別については,論じないこととする．

放射線科から小児科に対する不満

その後放L}`１級#:Ⅱ/Iiとして小ﾘﾑﾄﾞ:'１):と|､lき〈十うよ

うになり，今後は小川:}灰にjiilする/f《ｉＩＩｌｌｉを１$つに

篭った．以I〈のようなものである．（１）「蝋独で検

iIfして欲しい」と父(Ｉ１ｉＫに（うが．IILはいっぱいで

ある．物IIl1r19にj1l1(j'I1なことをIi､わないで欲しい

(2)適応の,ＺしいＩ１Ｗｆは後'''1しにしたい．もっと

急ぐべきIijtfiiもあI)‘優先111,位をつけて検ｉｆをこ

なしたい．(3)いろいろとやった後でＩⅡ談するの

ではなく､検行,illll1iの'1Ｍから'''１談してほしい．

そうすれば．もう少し系統だった,諺lIiIrができるの

に．(4)他人の施↑,:した,超i`f波や造形検iIrの銃１１杉

は|木|靴である．’111かれてもIｲ《|る．(5)lkIlin蝦１１:ｋ

のＩ臨床情mliliで１１，１１１i足のいく,流彩はできない．脇↓iﾐIiIi

報が少ないと，，洸彩も/f（''1111だしやる父(もiIillがれ

る．(6)もっとlZIHにｊｌＷして欲しい．

連携強化のためには

’'１ら小ﾘ州と枚｣11.|線ｲ:|とを紐験し，什々の|ﾉﾘＩｉＩｉ

を知った１２でｲ《ｉｌＩｌｌｉをlll蝋してきた．より良い小ﾘﾑ

医療のためには，これらの現状をlII1解しつつ‘満

を邸めながらおﾉﾉ:いにＦを取り合う必喫がある．

その11標により近づけるよう，柵を終えるにあた

り小ﾘ,L科灰と放j】１１線『:}Iｼﾐに対してMIL,↑をしたい

これは他行に対してというよりは，「1分''1身が常

に１１１:に鈴じておくために，jil(えて文lhiに残し，初

心に返るための道標にするためのものである．

こども迷を|)fけるより良い小川剛(のためには，

小児「:|と放り１級`Ｉｉ３ｌとが迎桃を強める必腿がある．

そのためにはおﾉﾊﾟいの,l/:場や勝えを)'１１１M｛し，怠志

疎迦することが必喫である．ノノ:いを｣:１M解し11ｍす

る人ｌｌＩｌｌｌＭ係|;}W梁のための労ﾉ｣を１１｛しむべきでない．

小児科医に対して以1<のように提舟する．放射

線科医のⅢ;い分や統影|ﾉﾘ'ｆｆに紬iULできないことも

あるだろうが，’11炉のパい分にも．｣１１あることは

多い．ソとlffの略'?|]をl1l1すＩiiiに，｜;IlFの通Ixlするこ

とを深く|Ａ１いてからでも遅くはない．ll1Ii像診断に

際しては，検側u1jllfも統彩|衣llilnll､fもNilﾙi〔'11|]の号

えを卜分に１次えることがi庇1災である．放斗|線科隆

をチーム|妊娠の111にリ|き込むつもりで，’１#には強

く要求し、’１#にはおだてながら，放jM・線科けくを上

]|xにﾄﾞ|ⅡI|してほしい

放卯１級|i:||災にkＩして以「のように腿,↑する放

射線1i:|はＩＩＷＩ床の｣ルl(liではサービス雄であるので，

チーム|剛(の.↓1として'''１をすれば1J,;ばれるかを

考えながらm1il)すべきである．放りliWilIi:Iは１MM床各

『|から|/《lliliされることがiそ体であるというＩＩＪ｢殊性

があり．すべての喫求に応じることは|ｲ【|雌である

とl1illl､fに，Ｉ１Ｍ１心に陥Ｉ)やすいという落とし穴があ

ることをIi81iillIiすべきである．このような利ﾂﾃﾞ関係

からFeodbackがかか｛)にくいことを念頭に置く

必喫がある．放りl線ドル:と山|唆して，ほとんど常

に小ﾘ[し科医の〃が忙しく，悩み１，１１１｢労している．

|;l11xを1,11いや()，’'１分から,'lI1lr11いていく地Wfでな

いとI;IIi1fiは((l(られない．ｌＷ１)iI11iiIiや仙術は持って

いて､'1然であり．プラスαが喫求されている．

結語

こども述を媛ける迎１%のためのｋ(､ｙｗ〔)ｒｄは'１１

ﾉﾉ〕:''１１ﾘﾉ'1と通,,ｌｉｌｌｊｌｉ〕､にある．灰八}`:的jill,ili1や|(１１|:IiIrの'lH

1Mil`|iはあって､'1然であり，それにプラスαが）|ﾐめ

られる．ノノ:いをI111解し1$:１１Ｉする人||}ｌＩｌＵ係|;|'『簗のた

めの労ﾉ｣をＷｉしむべきでない．

５ヲ


